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昭和戦前期の陸軍が果たした役割を
「予算編成過程の考察」というこれまでとは別の角度で分析

陸軍予算編成の実態、陸軍と大蔵省・帝国議会との関係などの
検討から政策形成の構図を明らかにする

著者 大前 信也

昭和３４年（１９５９）奈良県に生
まれる。慶應義塾大学文学部、
京都大学法学部卒業、コーネル
大学大学院アジア研究科修士課
程修了、京都大学大学院法学研
究科政治学専攻博士後期課程研
究指導認定退学。現在、同志社
女子大学現代社会学部嘱託講師。
専門は日本政治史。著書に『昭
和戦前期の予算編成と政治』（木
鐸社、平成１８年）、『政治勢力と
しての陸軍―予算編成と二・二
六事件』（中央公論新社、平成２
７年）、『国際環境の変容と政軍
関係』（共著、中央公論新社、
平成２５年）など。

参謀総長 陸軍大臣 大蔵大臣

次長 次官 次官

主税局

第一部 → 総務部 → 軍務局 → 経理局 → 主計局 ／
第二課 ← 第一課 ← 軍事課 ← 主計課 ← 予算決算課 ＼

理財局

↓ ↑ ↓ ↑

各部各課 各局各課

参謀本部 陸軍省 大蔵省

第一章 政軍関係と陸軍省軍務局
政治介入の組織的基盤／陸軍における軍務局軍事課の位置／昭和

11年７月陸軍省官制改正の経緯／昭和11年７月陸軍省官制改正の

結果

第二章 陸軍予算編成の制度的枠組み
明治憲法下の予算編成過程／法規の定める陸軍予算の編成手順／

予算についての各部局の権限（陸軍省、参謀本部、省部関係の規

定）

第三章 予算編成をめぐる陸軍内の部局間関係
昭和戦前期の省部関係／軍務局軍事課による統制／軍事課予算班

の部内統制／大蔵省の役割を担う予算班／統制の手段としての機

密費／陸軍予算編成における軍事課‐主計課関係／陸軍予算の編

成過程／一般新規要求と軍備充実計画／省議での調整とコンセン

サス／軍備計画策定における参謀本部の役割

第四章 昭和10年度陸軍予算編成
軍事課予算班長の仕事／陸軍部内の予算編成作業／概算要求の大

蔵省査定と陸軍／復活要求と陸軍／予算閣議での妥結／復活要求

をめぐる紛糾／幕僚の進言と大臣の決断／参謀本部との覚書交換

／予算審議に備えての議会対策

第五章 昭和８、９、10年度の陸軍機密費
機密費分析の意味／機密費の管理システム／陸軍予算の構成と機

密費／機密費の取扱い規則の変遷／機密費関係書類の取扱い／機

密費の使途と受領者／機密費の交付／満洲事件費機密費のボリュ

ーム／関東軍の機密費逆送／他省機密費との比較／二・二六事件

に伴う機密費交付／機密費の使用報告／軍事課予算班による使途

のチェック／機密費管理の実態／機密費と陸軍軍政／機密費と軍

事課予算班長／機密費使途の陸相宛報告／参謀本部の謀略用経費

／機密費掌握の意味

２月下旬 新刊搬入予定です 配本部数申込締切は ２月３日（金） です
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